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令和２年度 宮崎大学入札監視委員会議事概要 

開催日及び場所 
令和３年２月１７日（水曜日） 

宮崎大学事務局３階会議室 

委     員 

委員長 中澤 隆雄 

委員  成見 正毅 

委員  福山 裕茂 

審議対象期間 令和 2 年 1 月 1 日～12 月 31 日 

抽出案件（合計） ４件 
（備考）宮崎大学入札監視委員

会細則第５条に基づき、互選に

より中澤委員が委員長に選出

された。 

 

今回の審議対象期間において

は、再苦情の申立て及び同審議

依頼はなし。 

 
建設工事（小計） ４件 

 一般競争入札 

（政府調達に関する協定対象工事） 
０件 

 一般競争入札 

（上記工事を除く） 
３件 

 
工事希望型競争入札 ０件 

 
通常指名競争入札 ０件 

 
随意契約 １件 

 
設計・コンサルティング業務（小計） ０件 

 
標準型プロポーザル方式 ０件 

委員からの意見・質問及びそれに対す

る回答 

意見・質問 別紙のとおり 

回答 別紙のとおり 

委員会による意見の具申又は勧告の

内容 
なし 
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別紙 

質  問 回  答 

１．令和 2 年１～12 月の入札・契約結果について 

（事務局から説明） 

委員からの意見なし 

 

２．建設工事及び設計・コンサルティング業務に

おける抽出案件の審議 

（事務局から説明） 

 

（１）一般競争入札 

【（木花）基幹整備（給排水設備Ⅱ期）工事】 

・工期設定について、契約後すぐに工期が設定さ

れているが、問題なく工事を始められるのか。 

 

 

 

・契約後にすぐに工事を着手せずに、問題が起き

るということはあるのか。 

 

 

・昨年は入札参加者が少ない状況だったが、その

前年はどのような状況だったのか。 

 

 

 

 

・下請企業に下請けさせる場合、限度額などはあ

るのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・通常、工期は契約日の翌日から設定している。

打合せ等の準備を行い、実際に現場入りするの

は、契約後１ヶ月くらいである。 

 

 

・企業の都合による着手遅れが原因で、問題が起

こったという実績はない。 

 

 

・ここ数年は参加者が少ない状況である。２年前

はもっと少なかったが、入札参加者を増やす工

夫に取り組んだ結果、昨年はある程度改善でき

たと考えている。 

 

 

・下請を行う際の金額的な制限はない。ただし、

丸投げを行わないように、受注者は監理技術者

又は主任技術者を自社の社員から配置しなけれ

ばならないようになっている。また下請企業一

覧（施工体制台帳）を提出させ、確認を行うと

ともに、現場に常備し、いつでもすぐに確認で

きるようにしている。 
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（２） 一般競争入札 

【（医病）基幹整備（医療ガス設備）工事】 

・今回の工事は特殊な工事や技術が必要なのか。

特殊な工事であり、学内の事情にも詳しいため、

落札率が９９％以上となったのか。 

 

・今回のような医療ガス工事を受注できる企業は

県内にどれくらいいるのか。 

 

 

 

・公共工事積算基準から積算するとともに、企業

から見積もりをとっているが、３者からとった

見積りにバラつきはあるのか。 

 

・３者は全国規模の企業から見積りをとるのか。 

 

・専門性のある工事のため、予定価格に近い金額

の入札結果になったのか。 

 

 

 

 

 

（３） 一般競争入札 

【（医病）附属病院仮設総合周産期母子医療センタ

ー改修電気設備工事】 

・一般競争参加資格の条件として「電気工事のＡ

～Ｃ等級」を設定しているが、Ａ等級の企業の

方が技術力等が高く、競争に強く参加に有利だ

と思われるので、Ｃ等級を外して公告を行うと

いうことはできるのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・落札した企業は病院再整備工事を受注していた

企業であり、学内の設備に精通していることも

要因の一つであると推測している。 

 

・受注者の下に医療ガスの専門業者が入ることに

なるため、参加資格があればどの企業でも参加

することは可能である。 

 

 

・大きくかけ離れた差はなかった。 

 

 

 

・大手の医療ガス専門企業からとっている。 

 

・今回の工事は、医療ガス設備そのものと、設備

を設置するための労務等からなっている。特殊

な工事であり、公共工事積算基準から積算する

ものが少なく、企業の見積りに因ることが大き

いため、予定価格に近い金額となったものと推

測している。 

 

 

 

 

・本工事は予定価格 3,140 万円の電気工事である

ため、Ｃ等級の一般競争参加資格を有する企業

を対象とした工事となっている。しかし、これ

までの実績として、参加する企業が少ないと見

込まれたため、入札参加企業を多く確保するた

めにＡ～Ｃ等級の設定を行った。なお、Ａ等級

の企業は本社経費がかかって高額となることが

あり、Ｃ等級の企業は経費削減ができることが

多いため、価格の面では一概にＡ等級の企業が

有利になるということはない。 
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・技術力を有するＡ等級の企業が参加していたと

しても、今回の工事では価格のみで企業を決定

するのか。 

 

 

 

 

 

 

（４）随意契約 

【（医病）東病棟１階１４７室他空調設備改修工

事】 

・陰圧病室を整備する工事ということだが、病院

には陰圧病室は設置されていないのか。 

 

 

 

・３者から見積りをとって、その中の最低価格者

と適正に随意契約を行ったのか。 

 

 

・緊急性の判断はどのように行っているのか。 

 

 

 

 

 

・過去に緊急性の判断を行って、該当しないとな

ったものはあるのか。 

 

 

３．その他 

○令和３年度の審議事案の抽出方法について 

・抽出方法について、事務局から提案されたが、

従来どおりの方法とする。 

 

 

・参加の条件として、100 ㎡以上の病院、診療所

又は公共施設の電気設備工事を施工した実績を

有することとしているので、実績があればＡ等

級でもＣ等級の企業でも参加することができ

る。本工事よりもっと価格が高い工事であれば、

総合評価落札方式により、価格と価格以外の要

素を含め総合的に評価し、落札者を決定してい

る。 

 

 

 

 

・感染症対策として既に設置されているが、病室

数は多くない。今回はコロナ対策として、感染

症以外の患者さんと接触しないように１階東に

設置した。 

 

・そのとおりである。本学附属病院での工事実績

のある企業３者から見積りをとり、最低価格者

と契約した。 

 

・緊急性の理由や工事がその工期内で完了する必

要があるのか等、部内で検討している。予定価

格が 2,000 万円を超える工事又は 1,000 万円を

超える設計業務の場合は、部内で検討後に競争

参加資格審査委員会で審議している。 

 

・緊急性がないと判断した例はある。一般競争入

札を原則としており、スケジュール調整を行い、

一般競争を行っている。 

 

 

 

 

 

 

以 上  
 


